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エル・ネット「オープンカレッジ」講座の
録画テープを、単に受講者に視聴してもら
うのではなく、よりよい形で幅広く活用し
ていこうと「パッケージ化教材」を作りまし
た。「パッケージ化教材」の中身は、①講座
の録画テープ、②補助資料（参加者用）、
③解説マニュアル（講座主催者用）、④
「解説マニュアル」活用事例テープ、の４
点です。今年度は、モデル事業として、岩
手大学と群馬県立女子大学の講座（2003
年度収録講座）の録画テープを活用した
学習講座を開催し、「パッケージ化教材」
の開発と、その有効性を検証しました。
「パッケージ化教材」のうち、②補

助資料とは、講座の録画テープとエ
ル・ネットから提供されているテキス
トを補足・発展させるために、独自に
作成した受講者用の補助資料です。昨

年度のヒアリング調査からの意見を参
考に、読みやすい大きな文字にするな
ど、さまざまな工夫がなされており、受講
者には大変好評でした。③解説マニュア
ルとは、学習支援者が解説を行う時のモ
デル的な流れを示したマニュアルです。
学習支援者とは、受講生の学習意欲をさ
らに高めるため、録画テープによる講義
を補助する役割を担う方で、最近は、そ
の重要性や必要性が注目されています。
今回は、社会教育主事が学習支援者を務
めましたが、今後は一般市民の学習者が
学習支援者を務めることも考えています。
④「解説マニュアル」活用事例テープと
は、実際に行われたモデル事業の様子を
録画し、学習支援者が解説している様子
がわかるよう編集したものです。講座主

催者や学
習支援者
が、講座
のイメー
ジをつか
み、自分
なりに学
習支援の
あり方を

✍

我孫子市では、公民館事業として高
齢者を対象とした「長寿大学」（４年
制）を実施しています。そこで、この
長寿大学の臨時カリキュラムの一つと
して、エル・ネット「オープンカレッ
ジ」の講座を活用しました。活用講座
は、創価大学講座「日常生活の人間学」
『日常生活と健康～運動そして食生活』

（１月20日放送）を選択しました。現
在、高齢者にとって「健康」は最大の
学習テーマとなっています。特に、我
孫子市は、高齢化率が約16％となり、
今後も高齢化が進行していくことが予
想されているため、高齢者の生活や健
康問題などの学習ニーズに応えていく
必要があります。
事業を実施するにあたって、長寿大

学の４年生には長寿大学の授業で、ま
た、一般市民には、広報誌やポスタ
ー・チラシ、ホームページなどで周知
をしました。会場は、我孫子市生涯学
習センターアビスタ内にある我孫子地
区公民館のミニホールです。大きなス
クリーンや音響の良い設備で、臨場感
のある場を作り出しました。１月20日
の当日は、52名（うち、一般受講者は
11名）の受講生が集まりました。最初
にエル・ネット「オープンカレッジ」
の講座を視聴、講座の所々でコーディ
ネーターが解説を行い、最後にコーデ
ィネーターの進行で受講者同士の意見
交換も行いました。講師に対しての質
問については、質問用紙に記入しても
らい、後日質問者に回答することとし

ました。
受講者のアンケートでは、講義につ

いて「わかりやすかった」が91％、オ
ープンカレッジを「再受講したい」が
96％などで、好評を得たようです。一
方、「２時間という受講時間が長く、集
中力が続かない」、「提供されているテ
キストだけでは足りない」、「場内を暗
くしすぎるとメモが取りにくい」など
の意見も寄せられ、今後の改善点も明
らかになりました。
高度で専門的な講義を受講できる機

会として、今後、他の学級や講座にも
活用するために、よりよい講座の開催
やライブラリーの整備などを検討して
います。

✍

考えるための補助的な役割を果たします。
今回は、岩手大学講座（４回分）の

パッケージ化教材を、市町村で実施す
る生涯学習講座や、住民が自主的に企
画・運営する事業で活用できるよう広
報し、貸出を開始しました。また、ラ
イブラリー事業としては、これまでの
録画テープの延べ貸出本数が約120本、
延べ利用者数が約650名あり、エル・
ネット「オープンカレッジ」の普及事
業としても効果が期待されます。
今後は、一般住民が学習支援者として

活躍できるように、学習支援者養成プロ
グラムを開発することや、参加者同士が
自主交流できるような学習プログラムの
開発が必要になってくると考えています。

学習支援者

受講風景

受講風景
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大阪市では、２つの柱で事業を実施
しました。１つは、生涯学習ルームで
の学習会です。大阪市は、小学校を拠
点にして、地域の生涯学習を活性化す
るために生涯学習ルーム（296校）を
開設しています。その生涯学習ルーム
で、エル・ネット「オープンカレッジ」
講座を活用してもらおうと、生涯学習
推進協議会の区代表者会議へ働きかけ
ました。
活用講座としては、小学生をもつ親

にニーズの高そうな講座として、久留
米信愛女学院短期大学講座「親と子の
読み聞かせ～子どもの心に金の鈴を
～」と「幼児期は耳の時代～語る喜び、
聞く喜び」（2002年度収録講座）を選
びました。
その結果、４つの小学校（東都島小

学校・豊新小学校・本田小学校・日吉
小学校）で、ＰＴＡや絵本読み聞かせ
サークルが中心となり、講座の「ビデ
オソフト」＋「集団学習」という形で
学習会が開催されました。
受講者の感想は、「とてもよかった」

と「よかった」を合わせると60％を超
えるなど、好評でした。自分の地域の
身近な場所で受講できたことが、よか
ったようです。ただ、生涯学習ルーム
を利用している方々が、徐々に高齢化
しており、若干ねらいが外れてしまっ
たため、実施校が予定より少なくなっ

たようです。
また、「ビデオソフト＋集団学習」

に働きかける「トータルコーディネー
ター」の存在が求められることも明ら
かになりました。
もう１つは、総合生涯学習センター

での学習会です。ここでは、常磐大学、
琉球大学、久留米信愛女学院短期大学、
東京学芸大学の今年度の講座を実施し
ました。
今後は、引き続き生涯学習ルームで

の活用を進めていくとともに、「トー
タルコーディネーター」の養成にも力

を入れていきたい
と考えています。
また、大阪市立

生涯学習センター
のシティカレッジ
事業の高齢者大学
において、エル・
ネット「オープン
カレッジ」の中の
大学と連携した講
座を組み込んでい
くことも検討して
います。

✍

広島県では、エル・ネット「オープ
ンカレッジ」のための学習ボランティ
アグループを育成し、そのボランティ
アグループを支援することにより、受
講者のネットワークが広がっていくこ
とを目的として、３年計画を策定して
います。今年度は、その２年目です。
昨年度は、エル・ネット「オープン

カレッジ」を活用する学習ボランティ
アを募集し、ボランティア養成講座を
実施して学習活動を行いました。そし
て、平成16年４月に、昨年度のボラン
ティア養成講座の受講生を中心とした
学習ボランティア「楽々カレッジ広島」
が発足したのです。今年度は、この
「楽々カレッジ広島」が中心となって、
イベントや自主企画講座の開催、広報
活動が展開されました。

「楽々カレッジ広島」
による自主企画講座は、
５・７・９・10・１月
に行われました。それ
ぞれの講座では、エ
ル・ネット「オープン
カレッジ」講座の録画
DVDの放映とあわせて、
外部講師を招いての講
義や、パネル展示を実
施するなど、地域のニ
ーズに応じた企画とな
るよう工夫されました。
講座は、テーマに関連した講師や地

元のボランティアの協力などにより実
施されました。開催場所は、サテライ
ト会場である東広島市中央公民館や広
島市まちづくり市民交流プラザなどで
実施されました。
また、広報活動にも力を入れたため、
イベントに参加した住民や施設職員か
ら、録画テープの貸出しなどの問合せ
も増え、周辺地域に対するエル・ネッ
ト「オープンカレッジ」の周知にもつ
ながりました。
また、イベントの際には、さらなる

学習ボランティアの募集を行ったり、
アンケート調査による学習ニーズの把
握に努めたりしました。このような、
「楽々カレッジ広島」の積極的な活動に
より、学習ボランティアの輪が大きく
広がってきています。来年度も、すで
に学習ボランティアによるイベントの
開催が予定されています。今後も引き
続き、学習ボランティアを中心に自主
イベントを開催していくとともに、受
講者層の拡大や受信・視聴スペースの
効果的な活用などについて、検討して
いく予定です。

✍

講座風景

広報用チラシ
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